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【問題 1】図のトラスを解き、①材・②材・③材の応力を求めよ。 

 
・反力を求める 

0Y =∑ から 2 0dP P V− − + =  

3dV P=  

0X =∑ から 0d eH H− − =  

0eM =∑ から 2×2 2 × × 0
3d
LP L P L H− − − =  

  2 3dH P= −  2 3eH P=  

    
・応力を求める。ここでは節点法で考える 
点 a で考える 
N⑥、N⑦は図 1-1 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin 30° 0P N− + =⑥  

   02
NP− + =⑥  

   2N P=⑥  

0X =∑ から cos30° 0N N+ =⑦ ⑥  

   32 02N P+ × =⑦  

   3N P= −⑦  

点 c で考える 
N①、N④、N⑦は図 1-2 のように正の向きに仮定する。 

0X =∑ から 0N =①  

0Y =∑ から 0N N− =④ ⑦  

   3 0N P+ =④  

   3N P= −④  

点 d で考える 
N②、N⑤は図 1-3 のように正の向きに仮定する。 

0X =∑ から cos30° 0dN H− − =②  

   3 2 3 02N P− + =②  

   4N P=②  
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0Y =∑ から sin30° + 0dN N V− − =② ⑤  

   4 +3 02
P N P− − =⑤  

   N P=⑤  

 
点 e で考える 
N③、N④、N⑤は図 1-4 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin 30°+ 0N N =③ ⑤  

   2N P= −③  

 
 
 
 

 
以上より、  となる。 

 
 
 
 
【問題 2】図のトラスを解き、①材・②材・③材の応力を求めよ。 

 
・反力を求める 

0Y =∑ から 0gP P P V− − − + =  

   3gV P=  

0X =∑ から 0g hH H− − =  

0hM =∑ から ×3 ×2 × × 0gP L P L P L H L− − − − =  

   6gH P= −  

   6hH P=  

 
・応力を求める。ここでは節点法で考える 
点 a で考える 
N④、N⑤は図 2-1 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から 0P N− − =④  

   N P= −④  

0X =∑ から 0N =⑤  
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点 b で考える 
N④、N⑥、N⑦は図 2-2 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin 45° 0N N+ =④ ⑥  

   0
2

NP− + =⑥  

   2N P=⑥  

0X =∑ から cos 45°+ 0N N =⑥ ⑦  

   2 + 0
2

P N =⑦  

   N P= −⑦  

点 d で考える 
N⑦、N⑧、N⑩は図 2-3 のように正の向きに仮定する。 

0X =∑ から 0N N− + =⑦ ⑩  

   N N=⑩ ⑦  

N P= −⑩  

0Y =∑ から 0N =⑧  

点 h で考える 
N⑫、N⑬は図 2-4 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から 0N =⑬  

0X =∑ から 0hN H− − =⑫  

hN H= −⑫  6N P= −⑫  

点 g で考える 
N③、N⑪、N⑬は図 2-5 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から cos45° + 0gN N V− − =③ ⑬  

   0+3 0
2

N P− − =③  

   3 2N P=③  

0X =∑ から cos 45° 0gN N H− − − =⑪ ③  

   3 2 6 0
2

PN P− − + =⑪  

   3N P=⑪  

 

N④ 

N⑥ 

N⑦ b 

N⑧ 

N⑩ N⑦ d 

h 

N⑬ 

N⑫ Hh 

Hg 

Vg 

N⑪ 

N③ 

N⑬ 

g 

図 2-2 

図 2-3 

図 2-4 

図 2-5 



建築構造力学概論 第 3 回レポート 答え 

  4/7 

点 e で考える 
N②、N⑨、N⑪は図 2-6 のように正の向きに仮定する。 

0X =∑ から 0N N− + =⑨ ⑪  

   3N P=⑨  

0Y =∑ から 0P N− − =②  

   N P= −②  

点 e で考える 
N①、N②、N③、N⑩、N⑫は図 2-7 のように正の向きに

仮定する。 

0Y =∑ から cos45°+ + cos45° 0N N N =① ② ③  

   3 2+ 0
2 2

N PP− =①  

   2 2N P= −①  

 
以上より、  となる。 

 
 
 
 
 

【問題 3】図のトラスを解き、①材・②材・③材の応力を求めよ。 
 
・反力 

0X =∑ から [ ]0aH kN=  

0Y =∑ から '1 2 2 2 1 0a aV V− − − − − + + =  

   [ ]4a aV V kN′= =  

 
 
 
 
・応力を求める。ここでは、節点法で考える。 
点 a で考える 
N④、N⑤は図 3-1 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin30°+4 1 0N − =④  

   [ ]6N kN= −④  

0X =∑ から cos30° 0N N+ =⑤ ④  

   [ ]3 3N kN=⑤  
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点 b で考える 
N①、N②、N④は図 3-2 のように正の向きに仮定する。 

0X =∑ から cos30° cos30° cos30° 0N N N+ − =① ② ④  

   [ ] ( )6 1N N kN+ = −① ② 　　  

0Y =∑ から sin 30° sin 30° sin 30° 2 0N N N− − − =① ② ④  

   [ ] ( )2 2N N kN− = −① ② 　　  

(1)、(2)より [ ]4N kN= −①  

   [ ]2N kN= −②  

 
点 c で考える 
N①、N③、N①’は図 3-3 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin 30° sin 30° 2 0N N N− − − − =① ①' ③  

   [ ]2N kN=③  

 
 
 
 
 
 

 
以上より 、  となる。 

 
 
 
 
 
 

【問題 4】図のトラスを解き、①材・②材・③材の応力を求めよ。 
 
・反力を求める 

0X =∑ から [ ]0bH kN=  

0Y =∑ から '2 4 4 4 2 0b bV V− − − − − + + =  

   [ ]8b bV V kN′= =  
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・応力を求める。ここでは節点法と切断法で考える。 
点 b で考える 
N④、N⑥は図 4-1 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から b+H 0N =⑥  

   [ ]0N kN=⑥  

0X =∑ から 0bV N+ =④  

   8 0N+ =④  

[ ]8N kN= −④  

 
N①、N⑤、N⑥は図 4-2 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin45° 2+ 0bN V− − =⑤  

   2+8 0
2

N− − =⑤  

   [ ]6 2N kN=⑤  

 0dM =∑ から 2×4+ ×4+ ×4 0bV N− =①  

   8+32+4 0N− =①  

[ ]6N kN= −①  

 
N③、N⑦、N⑧は図 4-3 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin45° 2 4+ 0bN V− − − =③  

   2 4+8 0
2

N− − − =③  

   [ ]2 2N kN=③  

0fM =∑ から 2 8 4 4 8 4 0bV N− × − × + × + × =⑦  

   16 16 64 4 0N− − + + =⑦  

   [ ]8N kN= −⑦  

0X =∑ から cos 45° 0bH N N N+ + + =③ ⑦ ⑧  

   2 20 8 0
2

N+ − + =⑧  

   [ ]6N kN=⑧  
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点 e で考える 
N⑦、N⑦′、N⑨は図 4-4 のように正の向きに仮定する。 

0X =∑ から 4 0N− − =⑨  

   [ ]4N kN= −⑨  

 
 
 
 

 
点 c で考える 
 N①、N②、N③、N⑦は図 4-5 のように正の向きに仮定する。 

0Y =∑ から sin45° 4 0N N− − − =③ ②  

   2 2 4 0
2

N− − − =②  

   [ ]6N kN= −②  

 
 
 
 
 
 
 

以上より 、  となる。 
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